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「
私
年
号
」
と
は
、
私
に
創
作
さ
れ
使
わ
れ
た
年
号
で
あ

る
。
使
用
例
は
中
世
に
多
く
、
朝
廷
の
制
定
し
た
公
年
号
（
元

号
）
を
否
定
し
、
社
会
集
団
の
繁
栄
と
い
っ
た
願
意
や
、
対

立
姿
勢
の
明
示
、
除
災
招
福
な
ど
の
た
め
用
い
ら
れ
た
。
近

世
で
は
、
初
期
の
大
道
・
正
中
・
慶
喜
、
後
期
の
久
宝
・
永
長
・

元
暦
、
幕
末
期
の
亀
光
・
長
徳
・
神
治
・
天
晴
な
ど
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
新
た
な
私
年
号
を
示
し
た
い
。

　

上
の
史
料
は
、
伊
達
郡
藤
田
村
（
現
国
見
町
）
の
孫
左
衛

門
が
同
村
名
主
の
市
郎
左
衛
門
に
提
出
し
た
証
文
で
、
こ
の

年
の
藤
田
村
の
宇
八
に
賦
課
さ
れ
た
年
貢
に
つ
い
て
、
孫
左

衛
門
が
引
き
受
け
て
皆
済
す
る
と
約
し
て
い
る
。
日
付
は
「
宝

久
（
寳
久
）
元
年
卯
十
一
月
十
五
日
」
と
あ
り
、
公
年
号
に

存
在
し
な
い
私
年
号
で
あ
る
。
藤
田
村
関
連
の
史
料
に
よ
れ

ば
、
市
郎
左
衛
門
の
名
主
在
任
期
間
は
安
永
七
年
～
天
明
四

年
（
一
七
七
八
～
一
七
八
四
）
で
あ
り
、
本
書
の
卯
年
の
記

載
か
ら
、
宝
久
の
建
元
年
次
は
天
明
三
年
と
判
断
さ
れ
る
。

　

信
達
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
天
明
三
年
は
変
事
が
重
な

り
、
天
明
の
大
飢
饉
が
本
格
化
し
た
年
で
あ
っ
た
。
正
月
四

日
に
三
つ
の
太
陽
（
幻
日
）
を
目
撃
、
五
月
～
八
月
は
多
雨
・

低
温
傾
向
、
七
月
の
浅
間
山
噴
火
に
よ
り
降
灰
、
八
月
出
羽

国
に
龍
が
出
現
と
噂
し
、
秋
は
大
凶
作
、
冬
に
大
飢
饉
と
な

り
訴
願
・
騒
動
が
頻
発
、
十
一
月
諸
国
に
疫
病
蔓
延
、
破
産
・

餓
死
が
相
次
ぎ
、
本
書
の
孫
左
衛
門
も
翌
十
二
月
に
家
屋

敷
・
田
畑
を
手
放
し
た
。
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
、
除
災

招
福
を
期
待
す
る
中
、
尊
さ
や
恵
み
を
意
味
す
る
「
宝
」
と

繁
栄
を
願
う
「
久
」
に
よ
る
私
年
号
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

私
年
号
は
近
世
の
社
会
体
制
確
立
で
姿
を
消
し
て
い
き
、

体
制
崩
壊
の
過
程
で
蘇
り
増
え
て
い
く
。
と
す
る
と
、
宝
久

は
近
世
中
期
の
貴
重
な
事
例
で
あ
る
ば
か
り
か
、
社
会
不
安

の
高
ま
り
や
体
制
崩
壊
の
予
兆
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
宝
久
の
創
作
者
や
、
宝
久
を
私
年
号
と
自
覚
し
て

使
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

福島県歴史資料館

第 61 号　令和 3年（2021）10 月

宝久（寳久）元年卯 11 月 15 日付「指出し申證文之事」（二文字屋文書 376）



　

江
戸
時
代
に
寺
子
屋
な
ど
で
使
用
さ
れ

た
教
科
書
の
一
つ
に
『
自
遣
往
来
』
が
あ

る
。
別
名
『
江
戸
往
来
』
と
も
呼
ば
れ
、

江
戸
城
内
に
お
け
る
儀
式
や
江
戸
で
流
通

す
る
国
内
外
の
名
産
品
、
江
戸
の
地
理
が

書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の

初
板
刊
行
以
来
、
い
く
ど
も
再
板
さ
れ
、

写
本
も
含
め
て
全
国
で
用
い
ら
れ
た
。
当

館
に
も
、
伊
達
郡
掛
田
村
（
現
・
伊
達
市

霊
山
地
区
）
の
旧
家
に
伝
わ
る
写
本
（
『
自

遣
往
来
』
今
村
文
直
家
文
書
一
〇
）
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
写
本
の
文
章
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
底
本
と
な
っ
た
板
本
と
同
じ
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
が
書
き
写
す

以
上
、
間
違
い
は
避
け
ら
れ
な
い
。
今
村

家
本
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
誤
記
が

存
在
す
る
。

　

な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
江
戸
で
珍

重
さ
れ
る
全
国
の
水
産
物
を
紹
介
し
た
部

分
で
、「
能
登
鯖
、
岩
城
泥
亀
、
海
栗
塩
辛
、

松
前
昆
布
、
膃お

っ

と朒
𦜝せ

い

、
小

し
ょ
う

豆ど

嶋し
ま

串く

し

こ

海
鼠
、

五
嶋
鯣
…
」
と
「
泥
亀
」
（
ス
ッ
ポ
ン
）

が
い
わ
き
地
方
の
名
産
品
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
板
本
を
見
る
と
、「
泥

亀
」
の
箇
所
は
実
は
「
浮
亀
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

「
浮
亀
」
と
は
マ
ン
ボ
ウ
の
こ
と
で
、

本
紙
第
四
十
七
号
掲
載
の
渡
邉
智
裕
「
佐

竹
永
海
が
描
い
た
磐
城
産
の
マ
ン
ボ
ウ
」

に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
は
常
磐
沖
の
特

産
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
平
藩
や
湯
長

谷
藩
か
ら
将
軍
・
幕
閣
へ
の
献
上
品
・
贈

答
品
と
し
て
評
判
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
誤
記
は
単
な
る
書
き
間

違
い
と
い
う
よ
り
も
、
写
本
を
作
っ
た
人

物
が
「
浮
亀
」
を
知
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
で

は
意
味
が
通
じ
な
い
た
め
、
同
じ
部
首
（
サ

ン
ズ
イ
）
の
「
泥
亀
」
の
こ
と
だ
と
勘
違

い
を
し
て
書
き
換
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
実
際
に
「
泥
亀
」
と
記
載

さ
れ
た
板
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
写
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
そ
う

し
た
板
本
が
、
い
つ
頃
か
ら
登
場
し
た
の

か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
を
教
科
書
と

し
て
使
用
し
た
江
戸
時
代
の
霊
山
地
区
の

子
供
た
ち
は
、
マ
ン
ボ
ウ
で
は
な
く
ス
ッ

ポ
ン
を
い
わ
き
地
方
の
名
産
品
と
し
て
学

習
し
た
こ
と
に
な
る
。
誤
記
が
も
た
ら
し

た
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
改
変
と
い
う
と
大
袈

裟
で
あ
る
が
、
写
本
を
地
域
史
料
と
し
て

分
析
す
る
際
の
ひ
と
つ
の
切
り
口
と
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
山
田 

英
明
）

　

江
戸
時
代
、
会
津
郡
田
子
倉
村
（
現
只

見
町
）
名
主
と
口
留
番
所
番
人
を
務
め
た

皆
川
家
に
「
農
喩
」
の
写
本
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
農
喩
は
、
下
野
国
黒
羽
藩
士
の
鈴

木
武
助
正
長
（
号
を
為
蝶
軒
）
の
著
作
で
、

飢
饉
に
関
す
る
教
訓
書
で
あ
る
。
農
政
家

の
鈴
木
は
家
老
を
務
め
て
善
政
を
敷
き
、

天
明
の
大
飢
饉
で
被
害
を
出
さ
な
か
っ
た

と
さ
れ
、
最
晩
年
に
農
喩
を
著
し
た
。
本

書
の
目
録
に
は
、
飢
饉
憂
之
事
・
度
々
の

年
数
之
事
・
餓
死
人
之
事
・
天
災
地
變
之

事
・
長
し
け
不
作
之
事
・
穀
物
高
直
之
事
・

乞
食
出
倒
死
之
事
・
か
て
を
貯
へ
し
人
之

事
・
金
を
持
し
人
う
へ
死
之
事
・
農
業
全

書
を
可
讀
事
の
十
章
が
あ
り
、
享
保
・
天

明
の
大
飢
饉
の
惨
状
・
実
態
や
、
飢
饉
へ

の
備
え
の
重
要
性
な
ど
を
説
い
て
い
る
。

　

書
誌
事
項
に
注
目
す
る
と
、
書
名
は
原

外
題
「
饑
饉
農
喩
傳
記 

全
」
、
目
録
題
「
飢

饉
用
心
農
喩
」
、
尾
題
「
農
喩
傳
記
」
。
成

立
は
、
奥
書
に
「
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

乙
丑
八
月
廿

に
じ
ゅ
う

四
日
誌
」
と
あ
り
、
序
欠
。

文
化
九
年
仲
春
、
黒
羽
藩
の
長
坂
政
右
衛

門
安
利
跋ば

つ

。
跋
に
は
、
鈴
木
が
文
化
二
年

秋
に
農
喩
を
著
す
も
、
翌
年
正
月
晦
日
に

病
で
亡
く
な
り
、
志
を
継
い
だ
長
坂
ら
が

鈴
木
の
七
回
忌
に
農
喩
を
出
版
し
た
と
あ

る
。
ま
た
、
識
語
に
よ
れ
ば
、
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
十
一
月
十
七
日
、
塩
谷
郡

の
坪
山
仲
右
衛
門
宅
で
、
長
坂
跋
を
載
せ

た
版
本
な
い
し
写
本
が
書
写
さ
れ
、
そ
れ

を
基
に
し
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

二
月
に
皆
川
喜
右
衛
門
頭
恒
が
書
写
し
た

も
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
に
は
明
確
な
追
記
が
あ

り
、
か
つ
て
の
飢
饉
を
列
記
し
た
箇
所

に
、
天
保
の
大
飢
饉
時
の
状
況
が
加
筆
さ

れ
て
い
る
。
天
保
九
年
秋
の
記
述
か
ら
、

皆
川
氏
が
書
写
の
最
中
及
び
書
写
後
に
加

筆
し
た
と
み
ら
れ
、
天
保
四
・
六
・
七
年
の

飢
饉
や
米
価
高
騰
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

　

農
喩
は
改
版
・
再
版
を
重
ね
て
全
国
各

地
に
広
ま
っ
た
が
、
長
坂
跋
は
初
版
本
に

付
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
本

書
は
写
本
な
が
ら
貴
重
な
農
喩
と
い
え

る
。
ま
た
、
皆
川
氏
の
加
筆
は
僅
か
な
も

の
だ
が
、
大
飢
饉
の
実
情
を
遺
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
農
喩
の
著
者
鈴
木
の
教

訓
が
、
皆
川
氏
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
点

も
注
目
に
値
す
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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倉
村

　
　
　

皆
川
家
と
「
農
喩
」

書
き
換
え
ら
れ
た

　
　

い
わ
き
地
方
の
名
産
品

『自 遣 往 来』
（今 村 文 直 家 文 書 10）

『饑 饉 農 喩 傳 記 全』（飢 饉 憂 之 事 ・
度 々 の 年 数 之 事 と 加 筆 部 分、

皆 川 欣 也 家 文 書 1257）



　

当
館
の
官
修
墳
墓
に
関
す
る
行
政
文
書

に
は
、
戊
辰
戦
争
の
戦
闘
が
ど
の
地
域
で

激
し
か
っ
た
の
か
、
ま
た
西
軍
に
動
員
さ

れ
て
亡
く
な
っ
た
軍
夫
・
農
兵
な
ど
地
域

住
民
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
戊
辰
戦
争
時

の
地
域
の
重
層
的
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

左
は
、
官
修
墳
墓
に
葬
ら
れ
た
人
々
の

情
報
を
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
福

島
県
で
整
理
し
た
簿
冊
で
あ
る
。
こ
の
中

に
は
、
幕
府
方
の
藩
で
あ
っ
た
泉
藩
の
武

士
松
井
兵
馬
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。　

　

松
井
兵
馬
は
源
秀
簡
と
称
し
、
旧
名
は

鉄
五
郎
、
十
三
石
取
り
の
泉
藩
士
で
あ
っ

た
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
二
月

十
一
日
に
泉
藩
で
松
井
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
父
は
兵
蔵
、
母
は
イ
ヨ
、
祖
父

は
卯
兵
衛
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

正
月
十
三
日
に
卒
と
な
っ
て
別
家
を
申
し

付
け
ら
れ
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
正

月
十
三
日
に
卒
小
頭
と
な
っ
た
。
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
二
十
八
日
に
徒か

士ち

格
と
な
り
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

十
二
月
二
十
八
日
に
徒
士
小
頭
、
翌
二

年
に
代
官
に
任
命
さ
れ
た
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
四
月
三
日
、
格
式
大
小
姓

并
郡
奉
行
及
参
議
方
に
就
い
た
。

　

西
軍
が
平ひ

ら
か
た潟

（
茨
城
県
北
茨
城
市
）
へ

上
陸
し
た
六
月
十
六
日
に
泉
藩
よ
り
特

命
を
奉
じ
て
小
名
浜
陣
屋
へ
遣
わ
さ
れ
、

十
九
日
に
は
磐
城
平
藩
へ
派
遣
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
名
分
の
順
逆
を
主
張

し
た
建
言
は
容
れ
ら
れ
ず
、
二
十
二
日
に

郭
外
の
鹿
島
神
社
境
内
で
自
死
し
、
菊
多

郡
玉た

ま

露つ
ゆ

村
の
茲
眼
院
（
い
わ
き
市
泉
町
玉

露
字
道
上
三
六
、
廃
仏
毀
釈
の
た
め
廃

寺
、
現
子
安
観
音
堂
）
境
内
に
埋
葬
さ
れ

た
。
四
十
二
歳
四
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
墓
地

の
坪
数
は
凡
そ
二
坪
。
石
碑
の
建
設
人
は

長
男
の
松
井
秀
惇
、
そ
の
表
に
は
「
先
考

廉
夫
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
潔
い
武
士
で

あ
る
兵
馬
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
他
の
史
料
で
は
、
碑
文
が
「
大
考

廉
夫
松
井
君
墓
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

兵
馬
の
死
か
ら
六
日
後
の
二
十
八
日
に

は
、
彼
に
よ
る
和
平
へ
の
努
力
も
空
し
く

泉
城
は
西
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
立
村
さ
れ

た
安
積
郡
桑
野
村
は
、
安
積
開
拓
発
祥
の

地
で
あ
り
、
郡
山
市
の
今
日
の
発
展
の
礎

と
な
っ
た
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

同
村
域
は
も
と
も
と
大
槻
原
と
呼
ば
れ

る
原
野
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
に
福

島
県
に
よ
っ
て
開
拓
が
始
め
ら
れ
た
。
そ

の
過
程
で
擬
洋
風
建
築
の
開
成
館
（
開
拓

事
務
所
兼
区
会
所
の
ち
郡
役
所
、
現
・
郡

山
市
開
成
館
）
や
遥
拝
所
（
現
・
開
成
山

大
神
宮
）
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し

た
輝
か
し
い
歩
み
に
つ
い
て
は
、
福
島
県

勧
業
課
が
作
成
し
た
『
桑
野
村
開
拓
事
業

誌
』
（
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書

二
七
一
〇
）
に
詳
し
い
。

　

そ
の
後
、
国
営
安
積
開
拓
事
業
が
始
ま

る
と
、
全
国
か
ら
士
族
の
移
住
が
進
み
、

安
積
疏
水
事
業
の
進
展
と
相
ま
っ
て
、
発

展
を
遂
げ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
そ
れ
以
降
の
歴
史
に
つ
い
て
は
語
ら

れ
る
機
会
に
乏
し
く
、
桑
野
村
が
貧
村
と

し
て
苦
し
み
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

に
廃
村
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

桑
野
村
に
と
っ
て
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
皮
肉
に
も
安
積
疏
水
事
業
が
一
応
の

完
成
を
み
て
、
盛
大
な
通
水
式
が
行
な
わ

れ
た
明
治
十
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
年
、
桑
野
村
誕
生
以
前
は
安
積
郡
の
中

心
地
で
あ
っ
た
郡
山
村
の
熱
心
な
運
動
に

よ
り
郡
役
所
が
郡
山
村
に
移
転
し
、
翌

十
六
年
に
は
県
勧
業
課
出
張
所
が
役
割
を

終
え
て
廃
止
と
な
り
、
同
十
七
年
に
も
農

商
務
省
疏
水
掛
出
張
所
が
村
を
離
れ
た
。

　

そ
の
後
、
郡
山
村
が
町
に
昇
格
し
、
安

積
郡
の
中
心
地
と
し
て
の
威
勢
を
取
り
戻

す
の
と
対
照
的
に
、
桑
野
村
は
衰
退
を
し

て
い
く
。
入
植
者
の
中
に
は
土
地
を
手
放

し
て
離
村
す
る
者
も
お
り
、
村
人
の
多
く

は
郡
山
町
の
地
主
の
小
作
人
や
郡
山
町
の

工
場
で
働
く
労
働
者
に
甘
ん
じ
た
。

　

県
が
大
正
八
年
に
行
な
っ
た
調
査
で

は
、
村
民
は
「
所
謂
開
墾
者
ニ
属
ス
ル
ヲ

以
テ
資
金
潤
澤
ナ
ラ
サ
ル
関
係
ヨ
リ
民み

ん

帑ど

甚
タ
裕
カ
ナ
ラ
ス
、
之
ヲ
以
テ
土
地
ニ

関
ス
ル
村
税
ハ
地
租
付
加
税
ヲ
徴
セ
ス
」

（
『
町
村
巡
視
復
命
』
同
一
〇
四
五
）
と
い

う
惨
状
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
郡
山
町
が
隣
接
す
る

桑
野
村
と
小
原
田
村
を
吸
収
し
て
市
に
昇

格
し
よ
う
と
す
る
運
動
を
始
め
た
。
桑
野

村
の
人
々
は
、
一
旦
は
こ
れ
を
拒
否
し
た

も
の
の
、
最
終
的
に
は
合
併
す
る
道
を
選

び
、
開
拓
村
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
の
で

あ
っ
た
。 

（
山
田 

英
明
）
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明
治
開
拓
村

　
　

安
積
郡
桑
野
村
の
盛
衰

官
修
墳
墓
に
葬
ら
れ
た

　
　
　
　

泉
藩
士
松
井
兵
馬松井兵馬の履歴（明治 12 年（1879）作成『殉國者履歴調』、

明治・大正期の福島県庁文書 1706）

『桑 野 村 開 拓 事 業 誌』
（明 治 ・ 大 正 期 の 福 島

県 庁 文 書 2710）



　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
四
日
、

福
島
県
知
事
平
岡
定
太
郎
（
三
島
由
紀
夫

祖
父
）
は
石
田
千
之
助
・
井
出
百
太
郎
・

吉
田
徳
一
郎
・
川
合
一
郎
・
林
松
次
郎
・

藤
岡
市
助
・
石
川
清
静
・
伊
丹
吉
次
郎
・

八
田
吉
多
な
ど
九
名
の
実
業
家
や
技
術
者

に
対
し
、
福
島
県
耶
麻
郡
磐
梯
村
大
字
大

谷
字
打
越
（
磐
梯
町
大
谷
）
並
び
に
駒
形

村
大
字
金
橋
切
立
山
下
（
喜
多
方
市
塩
川

町
金
橋
）
地
内
で
の
発
電
用
水
車
建
設
及

び
水
路
の
新
設
を
許
可
す
る
命
令
書
を
下

付
し
た
。
こ
の
九
名
は
東
北
電
力
株
式
会

社
の
創
立
発
起
人
で
、
八
田
は
地
元
の
河

沼
郡
日
橋
村
字
八
田
（
会
津
若
松
市
河
東

町
八
田
）
の
地
域
名
望
家
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
年
四
月
十
九
日
に
は
、
福
島

県
知
事
平
岡
定
太
郎
は
八
田
吉
多
・
佐
治

幸
平
・
石
田
千
之
助
・
伊
丹
吉
次
郎
・
吉

田
徳
一
郎
な
ど
五
名
の
実
業
家
や
技
術
者

に
対
し
て
、
河
沼
郡
日
橋
村
字
八
田
地
内

で
日
橋
川
の
水
力
を
利
用
し
た
発
電
所
四

基
の
設
置
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

五
名
は
日
本
水
力
電
気
株
式
会
社
の
創
立

発
起
人
で
も
あ
り
、
地
元
の
八
田
の
他
に

は
佐
治
幸
平
が
若
松
市
徒か

ち

ノの

町ま
ち

（
会
津
若

松
市
徒
之
町
）
の
政
治
家
で
あ
っ
た
。

　

降
っ
て
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
日
に

は
、
新
た
に
渋
沢
栄
一
・
近
藤
廉
平
・
豊

川
良
平
・
濱
口
吉
右
衛
門
・
原
六
郎
・
波

多
野
承
五
郎
代
理
仙
石
貢
な
ど
東
京
在
住

の
実
業
家
六
名
が
日
橋
川
の
水
力
を
利
用

し
た
発
電
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
翌
十
一
日
に
は
、
日
橋
川
水
利
使
用

権
得
許
者
に
関
す
る
今
般
の
協
議
で
、
当

初
か
ら
の
八
田
・
石
田
・
吉
田
・
川
合
・

伊
丹
・
藤
岡
の
六
名
が
脱
退
す
る
こ
と
に

な
り
、
双
方
連
署
の
上
で
福
島
県
知
事
西

久
保
弘
道
へ
異
動
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
（
上
掲
図
）
。
こ
れ
に
よ
り
大
幅
な

経
営
陣
の
交
替
が
な
さ
れ
、
会
津
に
お
け

る
水
力
発
電
事
業
の
転
換
点
と
な
っ
た
。

　

翌
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十
日
に
は
、

三
井
や
三
菱
の
資
本
を
背
景
に
渋
沢
栄
一

は
、
豊
川
良
平
・
仙
石
貢
・
原
六
郎
な
ど

と
と
も
に
猪
苗
代
水
力
電
気
株
式
会
社
の

創
立
総
会
を
開
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
会

社
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
一

日
に
は
東
京
電
灯
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ

た
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書
―

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書
―

只
見
町
石
伏
・
田
子
倉
地
区
を
中
心
に

只
見
町
石
伏
・
田
子
倉
地
区
を
中
心
に

―
」
―
」

　

只
見
線
の
早
期
復
旧
応
援
の
た
め
、
当

館
が
収
蔵
す
る
只
見
町
の
江
戸
・
明
治
時

代
の
古
文
書
を
展
示
し
、
只
見
川
流
域
に

お
け
る
山
村
の
生
活
や
六
十
里
越
の
実

態
、
事
件
・
災
害
、
伝
存
し
た
書
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
七
日
（
土
）
～
十
一
月
三

日
（
水
・
祝
）
ま
で

「
新
公
開
史
料
展
」

「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
二
集
に
収
録
さ
れ
た
、
伊
達

郡
国
見
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「
西
大
枝
区

有
文
書
」
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
十
一
月
二
十
日
（
土
）
～
十
二

月
二
十
七
日
（
月
）
、
二
月
二
十
日
（
日
）

～
三
月
二
十
七
日
（
日
）

二
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

二
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

　

江
戸
時
代
の
染
織
に
関
す
る
地
域
史
料

を
用
い
た
報
告
の
あ
と
で
、
関
連
す
る
記

録
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
し
ま
す
。

【
日
時
】
二
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
一

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
小
ホ
ー

ル

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
Ｈ
Ｐ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

三
、
歴
史
資
料
館
移
動
展

三
、
歴
史
資
料
館
移
動
展

「
習
い
の
手
引
き
―
ふ
く
し
ま
の
教
育
史

「
習
い
の
手
引
き
―
ふ
く
し
ま
の
教
育
史

料
―
」

料
―
」

　

か
つ
て
当
館
で
開
催
し
た
同
名
の
展
示

を
再
構
成
し
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
の
福
島
県
域
で
使
用
さ
れ
て
い

た
教
科
書
等
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ

く
し
ま
を
知
る
連
続
講
座
「
近
世
の
武
芸

か
ら
近
代
の
体
育
へ
」
も
開
催
（
十
月

二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
～
三
時
三
十

分
、
福
島
県
立
図
書
館
講
堂
に
て
）
。

【
会
期
】
十
月
八
日
（
金
）
～
十
一
月
三

日
（
水
・
祝
）
ま
で

【
会
場
】
福
島
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー

ナ
ー

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
前
日
の
午
後
三
時
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
や
最
新

の
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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日
橋
川
水
系
の

水
力
発
電
事
業
と
渋
沢
栄
一

令
和
三
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
三
年
十
月
～
令
和
四
年
三
月
）

明 治 43 年 （1910）11 月 11 日 付 日 橋 川
水 利 使 用 得 許 者 異 動 届 （部 分、『水 利 使 用』、

明 治 ・ 大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 2150）




